
 

 

 

 

 

 

 

 子どもの命をまもるために 
                             校長 丹 那 暢 仁  

 ２７日間の長い夏休みが終わり、８月２３日（金）、学校には活力にあふれる生徒たちの姿が戻ってきま

した。長期休業中の生徒達に関わる事故や災害、大きなトラブルの報告はなく、今年の夏休みが安全で充実

した楽しい時間であったと思われます。 

 さて、８月２３日（金）の夏季集会（いわゆる始業式）では、私は校長として生徒たちに、次の３つのこ

とをお話しました。 

①大地震等の自然災害などの発生を正確に予測することは不可能です。例えば、海沿いで大きな地震を感

じた時、私たちは、自分の命を守る為に、どのように判断し、行動すればいいのでしょうか？津波の危険を

予測し、正しい情報を集め、これまでの経験や知識を総動員して、最善の方法を選択し、自分の命を守る行

動をとることが必要です。②私たちの言動は、時に、相手の心を深く傷付け、人権や命を奪ったりすること

があります。例えば、ＳＮＳ等の書き込みや仲間との関わりの中で、自他の命と心、人権を守る為に、どの

ように他者と関わればいいのでしょうか？怒りや嫉妬、強い承認欲求等からのネガティブな気持ちを、安易

に行動化する前に、自分や相手の家族の気持ちを想像することが大切です。「悪いことはやめなさい、良い

ことをしなさい」と伝えました。③先に本校で実施した「いじめアンケート」では、「いじめを受けている

時」など、誰に相談するかという問いについて、「誰にも相談しない」と回答したお子さんが１９％ほどお

りました。苦しい場面に追い込まれとき、一人で抱え込まないでください。信頼できる友達や大人、家族・

教員、スクールカウンセラー等に相談してください。 

夏休み明けの９月・１０月は、全国的に、生徒間のトラブル等が増加したり、学校にいけないお子さんが

増加したりする傾向があります。また、子どもや若者の自殺者数がこの時期に 

急増する傾向があります。 

どうぞ、大切なお子様の命と心を守るために、ご家庭でのお子様との対話を 

大切にされますようお願いします。また、地域の皆様方にはこれからも、本校 

の子どもたちを見守っていただきますようお願いします。 
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＜Ｒ６ 芦別中学校 学校祭スローガン決定＞ 

 

 

  

１０月２５日（金）に開催される 「Ｒ６芦別中学校 学校祭」のスローガンが決定し、先の夏季集会で生

徒会役員から発表されました。スローガンには、「全力で活動・準備に取り組み、みんなの楽しい思い出を重

ね、学校祭を彩っていこう」という思いが込められています。啓成中学校と芦別中学校が統合して初めての学

校祭です。学校祭への活動を通して、学級・学年そして学校全体のつながりが、より深く・広くなっていくこ

とを、期待しています。 

   「彩れ、われらのストーリー。」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜         行事予定＞ 

 
  ３日（火） スクールカウンセラー来校 

５日（木） 音楽鑑賞会（１・２年） 
９日（月） ２学年宿泊学習（１日目） 

１０日（火） ２学年宿泊学習（２日目） 
        テスト前部活動停止（３学年） 
１１日（水） ３学年学力テスト（総合A） 

        回復休業（２学年） 
１２日（木） 芦別プロジェクト（１学年） 
１７日（火） 特教連小中合同学習② 
 
 

１８日（水） ３学年修学旅行（１日目） 
１９日（木） ３学年修学旅行（２日目） 
２０日（金） ３学年修学旅行（３日目） 
２４日（火） スクールカウンセラー来校 
２５日（水） 生徒会役員選挙投開票日 
２６日（木） 芸術鑑賞教室 
       定例職員会議 
２７日（金） 生徒会各委員会（定例活動日） 
       通知表発行 
３０日（月） 後期始業式 

 
Ｒ６ 空知地区吹奏楽コンクール 銀賞 

 ８月３日（土）、岩見沢市民会館にて、空知地区吹奏楽コンクールが開催さ 

れ、本校の吹奏楽部が C編成の部で銀賞を受賞しました。 

 これまでの練習の成果を出し切り、表現力豊かでダイナミックな演奏が、 

ホールに響きました。参観いただきました保護者の皆様、また、これまでご 

協力いただきました保護者・地域の皆様に、心からお礼申し上げます。 

今後とも、本校の子どもたちをよろしくお願いします。 

＜芦別中学校生徒会 いじめ根絶に向けた取組＞ 

 本校生徒会では、いじめの根絶に向けたスローガンを作成し、生徒たちが「いじめ」を自分事として捉え・

考える場面を設定し、学校全体で「いじめの根絶」に取り組む環境づくりに努めています。 

  

 

 

 

 

 

 

さて、今年度の３年生を対象にした全国学力・学習状況調査生徒質問紙調査結果において、「いじめはどんな理由があっても

いけないことだと思う」と回答した生徒は、本校では８９％であり全国を１０％以上上回っており、「どちらかと言えばいけな

いこと」を含めた本校生徒の回答は１００％であり、全国を４％上回っております。一方、「困りごとや不安がある時、先生や

学校にいる大人に相談できる」と回答した生徒は、本校では、５２％であり、全国を１０％以上下回っています。また、本年

度７月末までに本校で認知した「いじめ」件数は１０件（現在のいじめの状況は止まっており、経過観察中）です。 

これらを踏まえ、「いじめの根絶」に向けた生徒会スローガンの実現に向けて、価値観や考え方が自分とは異なる他者を認め

合える心情を、学級経営や生徒会活動を基盤に醸成するとともに、いじめの見逃しゼロに向けて、教員の生徒理解の向上と子

どもとの日常的な関わりや声かけを継続して参ります。各ご家庭におかれましても、お子様の表情や服装、スマートフォン等

の使い方などの変化に注意され、お気づきの点があれば、ご遠慮なく学校（担任等）へご相談ください。 

学校統合による「新生 芦別中」で、みんなが安心して

楽しく学校生活を送るためには、自分とは異なる価値観

や考え方を認め合える一人一人の心の在り方が大切で

す。入学する小学６年生と統合する２校の中学校のみん

なの願いや思いをスローガンに込めました。 

 ＜全校集会＞ 
・統合する２校の中学校をネットで結び、「いじめをな
くすためにできること」について、各グループで話し合
い全体で交流しました。 
・生徒会から、いじめの実態や事例、学級討議の様子等
について提言がありました。 
・各グループでの協議を踏まえ、本スローガンを投票に
より決定しました。投票には校区２校の小学校６年生も
ネットで参加しました。 

 


